


広報いしかわ 4月号 ● 2 

Ko
Ho
Ishikawa

5757 9,735735億 万円万円57 9,735
みんなの暮らしに生かします

億 万円
特別会計を合わせると108億1,336万円

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
合

計
は
57
億
9
、
7
3
5
万
円
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
2
、
3
8
6
万
円
、
率
に
し
て

0
・
4
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

税
源
移
譲
に
伴
い
、
町
税
全
体
と
し

て
は
17
億
2
2
4
万
円
と
前
年
度
に
比
べ

1
億
4
、
8
8
0
万
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
地
方
譲
与

税
で
1
億
4
、
2
1
0
万
、
地
方
特
例
交

付
金
で
1
、
4
9
0
万
円
の
減
額
と
な
る

等
、
一
般
財
源
全
体
で
は
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
財
源
に
つ
い
て
も
減
額
と

な
り
、
不
足
財
源
に
つ
い
て
は
人
件
費
の

削
減
の
ほ
か
、
役
場
庁
舎
等
建
設
基
金
か

ら
の
繰
入
で
措
置
し
て
い
ま
す
。

歳　

入

●自主財源
自らの権限で収入できる財源
●依存財源
国の意思により定められた額
を交付、割り当てられるお金
●町税
町民の皆さんから納めていた
だく税金など
●繰入金
各種基金などから一般会計へ
繰入れたお金
●地方交付税
所得税など国が徴収した税金
の中から町の財政状況に応じ
て交付されるお金
●町債
町の借金のこと、大きな事業
を行うために国や金融機関か
ら借りるお金

歳　入

自主財源自主財源
43.3％43.3％依存財源依存財源

56.7％56.7％
自主財源
43.3％依存財源

56.7％

町税
17億225万円
29.4％

国支出金
1億6,633万円
2.9％県支出金

3億1,801万円
5.5％町債

2億4,950万円
4.3％

繰入金
3億9,780万円
6.9％

諸収入ほか
1億8,672万円
3.1％

地方交付税
21億4,200万円
36.9％

地方譲与税外
4億1,150万円
7.1％

分担金及び負担金
2億2,324万円
3.9％

　

平
成
19
年
度
の
石
川
町
歳
入
・
歳
出
予
算
が
、
3
月
定
例
議
会
に
お
い
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
が
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
形

で
使
わ
れ
て
い
く
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



3 ● 広報いしかわ 4月号

特 

集

　

歳
出
で
は
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め
、

信
頼
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
オ
ー

プ
ン
な
行
政
を
目
指
し
ま
す
。
本
格
的
な

少
子
高
齢
化
時
代
へ
の
対
応
、
地
域
に
存

在
す
る
資
源
と
町
民
の
活
力
を
生
か
し

た
協
働
で
築
く
「
地
域
循
環
型
社
会
の
構

築
」
を
目
指
し
、
第
5
次
総
合
計
画
の
策

定
に
着
手
し
ま
す
。

　

町
の
偉
人
、
名
所
、
旧
跡
を
掲
載
し
た

副
読
本
「
郷
土
教
育
の
手
引
き
」
を
作
成

し
、
小
学
校
学
校
教
育
を
通
じ
て
郷
土
を

愛
す
る
気
持
ち
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
企

業
誘
致
活
動
の
展
開
及
び
町
内
各
企
業
と

の
意
見
交
換
を
図
り
な
が
ら
就
労
の
場
の

確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
「
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
や
「
農
地
・
水
・
環

境
保
全
事
業
」
な
ど
住
民
自
ら
が
行
う
地

域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
福
祉
や
教

育
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
個
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

行
政
の
連
携
を
深
め
共
生
社
会
の
実
現
を

図
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
高
齢
化
時
代
の
到
来
を
控

え
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て
は
生
涯
健
康
で

い
ら
れ
る
よ
う
「
予
防
行
政
」
を
重
視
す

る
必
要
が
あ
り
、
体
制
等
の
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
放
課
後
一
人
で
過
ご
す
児

童
の
た
め
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を

開
設
し
、
家
族
と
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど

歳　

出

　

本
町
の
持
つ
良
さ
を
維
持
し
な
が
ら
運

営
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
1
0
8
億
1
、

3
3
6
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

7
2
4
万
円
の
減
少
、
率
に
し
て
0
・

1
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

●
第
五
次
総
合
計
画
策
定
事
業

●
農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

●
森
林
環
境
交
付
金
事
業

●
企
業
立
地
推
進
事
業

歳　出

●義務的経費
支出が義務付けられている　
経費
●投資的経費
建設事業等行政水準の向上に
寄与する経費
●人件費
町職員給与、町議会議員・各
種委員報酬など
●扶助費
法令に基づき支出される児童
手当、医療費扶助など
●公債費
事業を行うために借り入れた
お金の元利償還金
●建設事業費
道路の整備、公共施設などの
建設に要したお金
●物件費
消耗品、役務費、業務委託料
など
●補助費等
石川地方生活環境施設組合負
担金、広域消防負担金、各種
補助金など
●繰出金
国民健康保険、老人保健、介
護保険、簡易水道事業特別会
計等繰出金

義務的経費義務的経費
43.3％43.3％

その他その他
43.5％43.5％
投資的経費投資的経費
5.7％5.7％

義務的経費
43.3％

その他
43.5％
投資的経費
5.7％

人件費
15億5.590万円
26.8％

投資・出資金等
9,311万円
1.7％

繰出金
5億6,837万円
9.8％

補助費等
12億7,672万円
22.0％

扶助費
4億5,661万円
7.9％

公債費
9億3,176万円
16.1％

建設事業費
3億2,960万円
5.6％

物件費
5億8,528万円
10.1％

平
成
19
年
度
主
な
重
点
事
業

企業立地を推進し
若者の定住を促進します



広報いしかわ 4月号 ● 4 

Ko
Ho
Ishikawa

土木費ほか 消 防 費

311,301円
　平成19年度の一般会計予算総額57
億9,735万円を、私たち町民一人当た
りにすると311,301円になります。この
お金を項目別に見ると次のようにな
ります。

67,10767,107円

47,37647,376円30,35430,354円19,68019,680円16,76016,760円21,43221,432円

50,03450,034円58,55858,558円 67,107円
子どもやお年寄り、体
の不自由な方を助ける
ための使われます。

47,376円
役場全体の事務、戸
籍、選挙などに使われ
ます。

30,354円
学校教育や公民館事業
で使われます。

19,680円
農業や畜産業、林業に
使われます。

16,760円
広域消防への負担金、
消防団の運営へ使われ
ます。

21,432円
道路などの維持管理な
どに使われます。

50,034円
町の事業の借金を返す
お金です。

58,558円
健康維持やゴミ処理に
使われます。

町民一人に使われるお金

●
特
別
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計
予
算

会 計 名 予 算 額 対前年度比

国 民 健 康 保 険 19億8,989万円 5.8

老 人 保 健 19億2,100万円 0.6

介 護 保 険 9億3,084万円 2.1

介
護
保
険
内
訳

保 険 事 業 勘 定 9億2,033万円 2.6

サービス事業勘定 1,051万円 △ 26.5

母 畑 財 産 区 67万円 △ 62.2

中 谷 財 産 区 99万円 66.3

土 地 開 発 事 業 514万円 △ 0.2

簡 易 水 道 事 業 1億2,618万円 △ 49.3

宅 地 造 成 事 業 4,130万円 △ 1.2資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額7,746万円は、当年度損益
勘定留保資金4,830万円、建設改良積立金2,697万円、当年度消費税及び
地方消費税資本的収支調整額、219万円で補てんするものとする。

区　　　分 予　算　額 対前年度比

収
益
的
収
支

収　

入

営 業 収 益 2億6,580万円 △ 0.5

営 業 外 収 益 154万円 165.5

特 別 利 益 1万円 0.0

計 2億6,735万円 △ 0.1

支　

出

営 業 費 用 2億864万円 0.0

営 業 外 費 用 2,290万円 △ 6.4

特 別 損 失 50万円 △ 51.0

予 備 費 100万円 0.0

計 2億3,304万円 △ 0.9

資
本
的
収
支

収　

入

建 設 負 担 金 155万円 0.0

工 事 負 担 金 1万円 0.0

国 庫 補 助 金 697万円 4.7

計 853万円 3.8

支　

出

建 設 改 良 費 4,753万円 △ 9.8

企業債償還金 3,713万円 5.9

国庫補助金返還金 33万円 △ 5.7

予 備 費 100万円 0.0

計 8,599万円 △ 3.5

町の予算を
  お知らせします



5 ● 広報いしかわ 4月号

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て

何
？

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
と
い
っ
た
自

然
の
力
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
暖

か
い
温
泉
の
お
湯
な
ど
今
ま
で
使
わ
れ
ず

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
よ
び
ま
す
。
ま
た
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気
自
動
車

は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
と
よ

ば
れ
、
こ
れ
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仲
間
で

す
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
酸
化
炭
素
を
ほ

と
ん
ど
排
出
せ
ず
、
地
球
に
優
し
く
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

石
川
町
で
進
め
る
循
環
型
社
会
に
ぴ
っ

た
り
で
す
ね
。

お
笑
い
コ
ン
ビ
を

講
師
に
迎
え

　

こ
の
日
は
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
で
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
博
士
の
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
？

を
コ
ン
ト
と
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
勉
強

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作
り

に
も
挑
戦
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
と
て
も

楽
し
く
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
び
ま
し
た
。▲博士とカッパ？が楽しく教えてくれました。

▲自分で作ったソーラーカー。ちゃんと走るかな？

石
油
は
あ
と
40
年
で

な
く
な
る

　

現
在
、
一
番
使
わ
れ
て
い
る
石
油
も
あ

と
約
40
年
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

石
油
や
石
炭
の
化
石
燃
料
を
燃
や
す
と

二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
地
球
温
暖
化
を

進
め
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
未
来
、
そ
し
て
地
球
の
未

来
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

考
え
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

2
月
16
日
、
中
谷
第
一
小
学
校
で
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
破
壊
が
心
配
さ
れ
る
中
、
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
の
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
太
陽
の
光
や
風
の
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
自
然
や
廃
棄
物
の
力
を
借
り
て
発
電
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
、
中
谷
第
一
小
学
校
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
主
催
で
（
財
）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
が
行
っ
て
い
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
」
を
実
施

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

石尊山のイルミネーションも
風力や太陽の力を借りて輝い
ています。

地
球
温
暖
化
を
防
げ

地
球
温
暖
化
を
防
げ
!!!!

地
球
温
暖
化
を
防
げ

地
球
温
暖
化
を
防
げ
!!!!

地
球
温
暖
化
を
防
げ
!!

中
一
小
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ



広報いしかわ 4月号 ● 6 

Ko
Ho
Ishikawa

消
費
者
の
目

　

み
な
さ
ん
、
食
品
を
購
入
す
る
場
合
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
重
視
し
ま
す
か
？
値

段
？
見
た
目
？
パ
ッ
ケ
ー
ジ
？
一
つ
ひ
と

つ
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
近
年
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
、
虚
偽
表
示
事
件
、
期
限
切

れ
原
料
使
用
問
題
な
ど
食
に
対
す
る
消
費

者
の
不
安
や
不
信
が
高
ま
っ
て
来
て
い
ま

す
。

　

最
近
は
食
の
多
様
化
が
進
み
、
店
頭
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
や
国
の
食
材
、
見 安

全
を
考
え
ま
す

た
こ
と
も
な
い
野
菜
や
果
物
な
ど
、
幾
種

も
の
食
物
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
肉
、
野
菜
、
魚
が
い
つ
？
ど
こ

で
？
誰
が
？
ど
の
よ
う
に
し
て
？
栽
培
、

収
集
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
場
合
も
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
食
品
の
多
様
化
か
ら
、
自
分
を
そ

し
て
家
族
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
自
分
自
身
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
が
情
報
を
正
確
に
と
ら
え
、
自
分

自
身
の
意
思
で
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

食

▲子どもたちに安全な食品を

商品の表示は何を見る？
　

容
器
に
入
れ
包
装
さ
れ
た
食
品
は
原

則
と
し
て
表
示
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

店
頭
販
売
な
ど
で
は
表
示
が
省
略
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
違

反
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
表
示
の
な
い
食

品
は
お
店
の
人
に
取
扱
い
の
注
意
事
項

を
確
認
し
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

表
示
の
あ
る
食
品
は
賞
味
期
限
、
保
存

方
法
、
添
加
物
表
示
な
ど
を
確
認
し
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
は
ト
ン
カ
ツ
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り
を
ト
ン
ト
ン
ト
ン
、
軽
快

に
切
っ
て
い
る
と
…
「
ギ
ャ
ー
ッ
」
青
虫
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
顔
を

出
し
ま
し
た
。

　

子
供
が
大
好
き
な
お
菓
子
。
ふ
た
を
開
け
た
子
供
が
言
い
ま
し
た

「
な
ん
か
虫
が
入
っ
て
い
る
よ
？
」小
さ
な
蛾
の
死
骸
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
は
、
食
べ
物
に
「
異
物
」
が
入
っ
て
い
た
例
で
す
。

さ
て
こ
の
二
つ
の
状
況
は
同
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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特 

集

あ
な
た
が
製
造
・
販
売
し
た

食
品
は
安
全
で
す
か
？

　

〜
農
産
物
直
売
所
へ
加
工
食
品
を
出
品
す
る
方
へ
〜

生
産
者
の
目

　

地
元
で
と
れ
た
農
林
水
産
物
を
地
元
で

消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
が
推
進
さ
れ
る

中
で
、
地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
食

品
を
、
直
売
所
な
ど
に
出
品
す
る
方
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
誰
も
が
で
き
る

食
品
販
売
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

食品に関する
宅配講座

　

保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
「
保
健
・
福
祉
宅
配
便
講

座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
「
食
品
衛
生
に
関
す
る
講

座
」
も
用
意
し
随
時
、
担
当
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
先

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所　

衛
生
推
進
グ
ル
ー
プ

　

食
品
衛
生
チ
ー
ム

　

☎
0
2
4
8
（
75
）
7
8
2
1

考
え
て
い
ま
す
か
？

消
費
者
の
た
め
に

　

農
産
物
加
工
食
品
の
製
造
販
売
に
あ

た
っ
て
も
、
食
中
毒
や
異
物
の
混
入
な
ど

に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

よ
り
一
層
、
衛
生
的
で
安
全
な
食
品
を
消

費
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
菓
子
製
造
や
そ
う
ざ
い
製

造
な
ど
34
の
業
種
に
該
当
す
る
場
合
は
、

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
食
品
営
業
許
可
を

取
得
す
る
と
共
に
、
施
設
内
の
衛
生
管
理

の
徹
底
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
で
加
工
食

品
を
陳
列
・
販
売
す
る
場
合
は
、
消
費
者

へ
の
選
択
情
報
を
提
供
す
る
観
点
か
ら
、

製
造
者
が
必
要
な
事
項
を
容
器
包
装
に
表

示
す
る
こ
と
が
、
食
品
衛
生
法
や
Ｊ
Ａ
Ｓ

法
等
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
の
食
材
を

届
け
る
た
め
に

　

保
健
所
の
食
品
衛
生
監
視
員
が
、
定
期

的
に
製
造
施
設
や
販
売
施
設
の
監
視
を

し
て
い
ま
す
が
、
製
造
施
設
内
が
乱
雑
で

あ
っ
た
り
、
清
掃
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
表
示
さ
れ
て
い
な
い
食
品

が
陳
列
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
食
品
の
製
造
販
売
に
従
事
さ
れ
る
み
な

さ
ん
の
更
な
る
自
主
管
理
の
徹
底
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

お気軽にお申し込みください



広報いしかわ 4月号 ● 8 

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

　

2
月
17
日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
内
石
川
町
ス

ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
第
38
回
福
島
県
シ
ョ
ー
ト
ト

ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、福
島
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
が
主
催
で
、

郡
山
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、熱
海
中
学
校
、石
川
ス
ケ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
21
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

暖
冬
と
い
わ
れ
る
冬
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
暖

か
い
気
候
の
中
、
参
加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
記
録
更
新
を
目
指
し
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
！

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

　

2
月
22
日
、
町
長
室
で
、
第
30
回
全
国
高
等
学

校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
出
場
選
手
激
励
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

3
月
24
日
か
ら
徳
島
県
徳
島
市
で
行
わ
れ
た
こ

の
大
会
に
は
、
男
子
の
部
に
学
法
石
川
高
校
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
と
女
子
の
部
に
県
立
石
川
高
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
加
納
町
長
か
ら
激
励
金
と
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
、
代
表
で
鹿
岡
晃
選
手
（
学
法
石
川
）

が
「
1
戦
1
戦
気
持
ち
を
込
め
て
が
ん
ば
っ
て
き

ま
す
」
と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
を
学
ぶ

　

2
月
23
日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で

「
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
講
演
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
は
、
石
川
地
方
町
村
会
主
催
で
、
都
会
に

住
む
方
々
に
田
舎
暮
ら
し
志
向
が
高
ま
る
中
、
石
川

地
方
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
」
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
、
開
か
れ
た
も
の

で
す
。

　

平
田
村
で
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
を
行
い
無
農
薬
の
野

菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
方
の
事
例
紹
介
の
あ
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー　

高
橋

公
事
務
局
長
に
よ
り
「
全
国
の
取
組
状
況
」
な
ど
に

つ
い
て
、
聴
講
し
ま
し
た
。
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ダ
ン
シ
ン
グ
ひ
な
祭
り
！

　

3
月
2
日
、
第
二
保
育
所
で
3
月
生
ま
れ
の
誕
生

会
と
併
せ
て
ひ
な
祭
り
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
や
が
つ
く
っ
た

手
作
り
の
ひ
な
人
形
を
か
ざ
り
、
歌
を
唄
っ
た
り
、

先
生
の
手
作
り
劇
、
手
作
り
の
楽
器
を
使
っ
た
ロ
ッ

ク
ン
ロ
ー
ル
風
演
奏
会
な
ど
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ

く
さ
ん
、
最
後
に
は
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ひ
な

祭
り
会
に
、
暖
か
く
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し

た
。

二
本
ぶ
な
山
開
き

　
　
　
　

40
人
が
参
加

　

3
月
3
日
、
中
田
二
本
ぶ
な
で
「
二
本
ぶ
な
山
開

き
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
開
か
れ
た
山
開
き
に
は
、
保
育
所

児
童
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
男
女
40
人
が
参
加
、
中
谷

第
二
小
学
校
か
ら
二
本
ぶ
な
へ
め
ざ
し
、
ハ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
で
今
出
川
源
流
の
清
水
で

ノ
ド
を
潤
し
た
り
、
芽
を
出
す
木
々
を
眺
め
た
り
、

参
加
者
は
、
さ
わ
や
か
な
早
春
の
香
り
の
な
か
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
頂
上
で
は
、

甘
酒
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
一
年
の
無
事
を
祈
り
ま
し

た
。

　水道事業所は、来月７日（月）、南町の
事務所から新町の役場分庁舎1階に移転し
ます。
　この度の移転は、役場庁舎等の集約化に
伴うもので、行政サービスの向上と効率的
な行政運営を目的に行います。
なお、水道事業所の業務内容及び連絡先
（電話番号）は、これまでと変わりありま
せん。
　また、水道事業所の移転に伴い、役場分
庁舎の1階事務室は、産業振興課、農業委
員会、都市建設課、水道事業所となります。

●連絡先
　住所：石川町字新町80番地の１
　電話：0247－26－1502
　　　　0247－26－9139（簡易水道）

4月22日（日）投票日
※告示日／4月5日（木）

棄権しないで投票しましょう
　選挙は有権者が国政に参加する最大の機会で
あり、責務でもあります。忘れずに投票しま
しょう。投票日当日に用事のある方は、4月6
日（金）より期日前投票が出来ます。
●開票について
　開票は石川町総合体育館（クリスタルパーク
　内）で行います。
●お問合せ先
　石川町選挙管理委員会　℡26－2111

参議院福島県選出議員
補欠選挙

5 月 7 日から
水道事業所が
役場分庁舎に
移転します。
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●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町 

い
し
か
わ

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA

氏名：榊枝　宏侑　さん（73歳）
　　　　　　英子さん（72歳）
住所：母畑字樋ノ口

のんびり旅行などを楽しんでいます

子
ど
も
は
４
人
で
す
。

宏
侑　

盆
栽
と
大
工
の
技
術
を
生
か
し

　
　
　

た
木
工
品
の
制
作
で
す
。

英
子　

カ
ラ
オ
ケ
と
野
菜
や
花
づ
く
り

　
　
　

で
す
。

桜
並
木
と
地
元
の
母
畑
温
泉
で
す
。

人
口
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
、
若
者
が

定
着
で
き
る
よ
う
、
企
業
の
誘
致
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
31
年
10
月
に
結
婚
、
大

工
の
か
た
わ
ら
農
業
を
行
い
水
稲
、
た
ば

こ
、
養
蚕
な
ど
を
生
産
し
ま
し
た
。
農
地
が
家
か

ら
遠
か
っ
た
の
で
、
荷
物
を
牛
に
背
負
わ
し
た
り

自
分
で
背
負
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
現
在

は
自
分
で
食
べ
る
程
度
の
野
菜
を
栽
培
し
旅
行
や

温
泉
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ん
び
り
生
活
し
て
い
ま

す
。

職業▲中島村の富士工業に勤務しています。

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですかQ
A 自分に与えられた仕事を精一杯がんばって取り組んで
います。趣味のバトミントンも大会などに出場し、楽
しみながらがんばっています。
将来やってみたいことや夢を聞かせてくださいQ

A アーククラブ迎賓館で結婚式をあげる事！・家族で
旅行に行くこと！・いろいろなアーティストのライブ
に行くこと！・スポーツ一家になる事！バリバリ仕事
をしている事！・とにかく笑いのたえない家族をつく
る事！

添田 智子 さん（21歳）●下泉
将来どんな町になって欲しいですかQ

A たくさんの人が住んでいて、他の町や県、国から観光、
遊びに来るような町になってほしい。またお祭りなど
のイベントもたくさんある楽しい町になってほしい。
最後に理想のタイプはQ

A 世話好きで、家族思いで、面白い人。

▲

次回は、添田さんの紹介で小豆畑侑弥さんです。
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▲サークル紹介コーナー

▲

第25回

母
畑
声
友
会

▲まずは楽譜の勉強から

▲どんどん歌声が大きくなります

　

私
た
ち
は
、

　

私
た
ち
は
、
2323
人
の
元
気
な
仲
間
が
集

人
の
元
気
な
仲
間
が
集

ま
り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
で
す
。

ま
り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
で
す
。

地
元
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
始
ま
っ
た
、

地
元
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
始
ま
っ
た
、

こ
の
会
も
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
会
も
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
が
練
習
日
で
す
が
、
み
ん
な

毎
週
火
曜
日
が
練
習
日
で
す
が
、
み
ん
な

こ
の
日
を
楽
し
み
に
休
む
人
も
い
ま
せ
ん
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
休
む
人
も
い
ま
せ
ん
。

大
き
な
声
で
歌
い
、
和
気
あ
い
あ
い
で
ス

大
き
な
声
で
歌
い
、
和
気
あ
い
あ
い
で
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
川
由
紀
乃
さ
ん
の「
海
峡

　

こ
の
日
は
、
市
川
由
紀
乃
さ
ん
の「
海
峡

出
船
」を
練
習
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
曲
で

出
船
」を
練
習
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
曲
で

し
た
が
、
み
ん
な
集
中
力
抜
群
、
短
時
間

し
た
が
、
み
ん
な
集
中
力
抜
群
、
短
時
間

で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長谷川長谷川凛凛
り んり ん

生生ちゃんちゃん

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（3歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　26－2111

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

「いつまでもその元気いっぱいの笑顔を忘れずにね！「いつまでもその元気いっぱいの笑顔を忘れずにね！
明るくて優しい凛生が大好きです！」　明るくて優しい凛生が大好きです！」　

パパ、ママより（曲木字仲ノ内）パパ、ママより（曲木字仲ノ内）
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
⑰

安あ
ん

養よ
う

寺じ

石せ
き

造ぞ
う

塔と
う

婆ば

沢
井

　

沢
井
安
養
寺
に
あ
る
町
の
指
定
文
化

財「
安
養
寺
石
造
塔
婆
」は
板
碑
と
も
よ

ば
れ
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
武
士

の
間
で
流
行
し
た
死
者
を
供
養
す
る
た

め
の
塔
婆
で
す
。
石
材
は
安
山
岩
質
凝

灰
岩
で
、
石
川
地
方
特
有
の
阿
弥
陀
三

尊
と「
応
長
二
年（
1
3
1
2
年
）」「
正

月
廿
日
」の
銘
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
養
寺
の
墓
地
に
は「
地
蔵
堂

の
桜
」が
あ
り
春
に
見
事
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

▲

入
口
で
す

▲

墓
地
に
は
見
事
な
桜
も

▲案内板があります

▲階段を登る手前です

　

今
回
は
、
昨
年
度
末
に
行
わ
れ
た
、
地
域
の
代
表
者
で
構
成
す
る「
新
石
川
の
教

育
推
進
委
員
会
」で
話
題
に
な
っ
た
３
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
の
教

育
力
や
教
職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
頑
張
っ
て
い
る
一
端
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

教
職
員
の
力
量
を
高
め
る
目
的
で
、
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

教
職
員
が
研
修
を
受
け
た
り
、
毎
日
の
学
習
指

導
に
役
立
つ
教
本
を
作
成
し
た
り
な
ど
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｉ
Ｔ
環
境
活
用
講
座
と
し
て
、

授
業
で
の
パ
ソ
コ
ン
活
用
に
つ
い
て
４
回
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
直
接
授
業
に
役
立

つ「
学
習
指
導
案
」と
算
数
・
数
学
科
の「
指
導

資
料
」を
作
成
し
、
町
内
全
校
に
配
布
し
ま
し

た
。

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー（
山
形
小
学
校
）

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー（
野
木
沢
小
学
校
）

　

通
常
学
級
で
学
習
し
て
い
る
学
習
障
害
児
や

注
意
欠
陥
多
動
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
、
適
切
な

指
導
を
す
る
た
め
の
研
修
を
し
た
り
、
指
導
に

役
立
つ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
り
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
の
障
害
を

理
解
し
、
適
切
な
関
わ
り
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
心
理
検
査
の
研
修
や
実
技
研
修
を
受

講
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク「
子
ど
も
を
見
つ
め

て
」は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

▲どうしてできないの？生徒の気持ちになって ▲パソコン活用講座を受講する先生

　

子
ど
も
た
ち
が
学
業
を
終
え
た
将
来
、
自

立
意
識
を
持
ち
、
職
業
人
と
し
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
人
間
育
成
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
職
場
体
験
や
高
校
生
と
の

交
流
活
動
で
す
。
目
的
意
識
や
職
業
観
を
育

み
な
が
ら
、
将
来
の
進
路
を
選
択
で
き
る
生

徒
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

▲

沢
田
中
の
職
場
体
験
の
様
子

は
ば
た
き
教
育
部
の

キ
ャ
リ
ア
教
育（
沢
田
中
学
校
）

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

Ⅲ

紹
介
コ
ー
ナ
ー



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー

介介    

護    

の    

窓

介  

護  

の  

窓
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国 保 の 届 出

介
護
予
防
を
実
践
し
て

い
つ
ま
で
も
豊
か
な
毎
日
を
…
パ
ー
ト
❼

①
食
事
は
１
日
３
回
規
則
正
し
く

②
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

③
野
菜
、
果
物
な
ど
食
物
繊
維
を
よ
く
と
る

④
お
茶
を
よ
く
飲
む

⑤
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

⑥
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
る

⑦
自
立
心
が
強
い

⑧
気
分
転
換
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る

⑨
新
聞
を
よ
く
読
む

⑩
テ
レ
ビ
を
よ
く
見
る

⑪
外
出
す
る
こ
と
が
多
い

⑫
就
寝
・
起
床
時
間
が
規
則
的

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 転出証明書、印かん

職場の健康保険を脱退したとき 健康保険の離脱証明書、印かん

職場の健康保険の被扶養者からはずれた
とき

被扶養者でない理由の証明書
印かん

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印かん

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印かん

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

他の市町村へ転出するとき 保険証、印かん

職場の健康保険に入ったとき 国保と職場の健康保険の両方の保険証
印かん職場の健康保険の被扶養者になったとき

死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印かん

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、印かん

そ
の
他

退職者医療制度に該当したとき 保険証、年金証書、印かん

世帯主、氏名が変わったとき

保険証、印かん
同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき

出稼ぎや長期の旅行で別個の保険証が
必要なとき

修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印かん

保険証をなくしたとき
破損して使えなくなったとき 身分を証明するもの、印かん

＊届け出に必要なものは、上記以外のものが必要になる場合もあります。

健
康
高
齢
者
12
か
条

　

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事
を

す
る
と
テ
レ
ビ
の
内
容
に
気
を

と
ら
れ
噛
む
回
数
が
減
っ
て
し

ま
う
そ
う
で
す
。
ま
た
テ
レ
ビ

の
位
置
に
よ
っ
て
は
首
を
傾
け

て
食
べ
る
こ
と
に
な
り
、
噛
む

位
置
が
偏
り
、
噛
み
あ
わ
せ
が

悪
く
な
っ
た
り
、
あ
ご
の
病
気

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
正
し
い

姿
勢
で
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
快
適
に
暮
ら
す
た
め
の

生
活
習
慣
改
善

危
険
で
す
！

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
食
事

国保に加入・脱退するときは届け出をしなけれ
ばなりません。
こんなときは必ず14日以内に届け出をしま
しょう。

●加入の届け出が遅れると
　届け出が遅れると、その間にかかった医療費は

全額自己負担となります。

　また保険税は届け出をした月からではなく、国

保に加入する資格を得た月までさかのぼって納

めることになります。

●脱退の届け出が遅れると
　保険証が手元にあるためうっかりそれを使って

医療を受けてしまうことがあります。

　この場合、国保が負担した医療費はあとで返し

ていただくことになります。また、国保と健康

保険の保険税を二重払いしてしまうこともあり

ますので、必ず届け出をしましょう。



食改さんの｠食改さんの｠

広報いしかわ 4月号 ● 14 

●栄養士からひとこと
手間をかけず、電子レンジを活用して簡単にできる工夫がいい
です。ベーコンの油だけで炒り付けるので、油を使わずヘルシー
なおかずになります。

●作り方
①豆腐はビニール袋に入れ、手でもみほぐして、
一晩冷凍したものを解凍しておく。

②フライパンにベーコンを入れてから炒りし、人
参としいたけを炒め、火が通ったらひじきと
豆腐を加えて炒める。

③調味料を加え汁が無くなるまで煮て、ピーマン
を加えて火が通ったら出来上がり。

●関根さんの
ひじきは耐熱のタッパに水を入れて電子レンジで戻すと早く戻
ります。我が家では大きめの耐熱タッパに全ての材料を入れて、
電子レンジで加熱するようにしています。時間がない時の1品
におすすめします。豆腐はたくさん買ったときに、ビニール袋
に入れてつぶし、平らにならして冷凍しておくと、いつでも豆
腐料理に使えます。

ひじきの炒り豆腐

関根 順子さん 塩沢

材
料
（
4
人
分
）

ベーコン（細切り）･･････････････････1 枚
人参（細切り）･････････････････ １/ ２本
しいたけ（薄切り）･･････････････････ ２枚
ひじき（水で戻す）･････････････ 大さじ１
ピーマン（細切り）･･････････････････1 個

豆腐 ･･･････････････････････････ １/ ２丁
酒 ･････････････････････････････ 大さじ１
みりん ･････････････････････････ 大さじ１
めんつゆ ･･･････････････････････ 大さじ２
昆布茶（好みで）･･････････････････････ 少々

脳卒中や心筋梗塞、糖尿病など生活習慣病を見つけ

るための健診と、結核・肺がん健診を５月に各地区

で実施します。この対象者は、２月に実施した健康

診査実態調査で町の健診を希望された方ですが、希

望しなかったが受診したいという方、健診録が届か

ない方は、健診録の発行ができますので、早めに保

健センターへ連絡してください。

対象となる方には、事前に健診録（カルテ）が、担当

の保健衛生協力員より届きます。

なお、健診録の配布は４月13日からです。

健診当日は、大腸がん検診の容器を、希望の方に配

布します。

連絡先　石川町保健センター　☎26－8416

第25回

５月は各地区で
結核・肺がん・基本健康診査

を実施いたします

▲とうふを冷凍しておくと便利です

・結核検診⇒（胸部レントゲン検査）
・基本健康診査⇒脳卒中や心筋梗塞、糖尿病など
生活習慣病を見つけるための健診です。

　（身長・体重測定、尿検査、血圧検査、医師の診

察、血液検査[コレステロール、中性脂肪、肝機能、

貧血検査、C型肝炎]　心電図、眼底検査）

・肺がん検診⇒（胸部レントゲン検査及び喫煙者
で該当者する方は喀痰検査を実施）

・大腸がん検査⇒（便潜血検査２日法）基本健診
時に容器を配布します。

・前立腺がん検診⇒（血液検査）基本健診受診者
で、希望する50歳から69歳までの男性。

健診の内容
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石 川 町 4 ～ 5 月 の 主 な 予 定

石川町消防団春季検閲式
在宅当番医

ねんきん相談
（郡山社会福祉事務所）　（10：00～）

在宅当番医

心配ごと相談　　　　　（10：00～）
１歳児健診　　　　　　（9：30～）
３歳児健診　　　　　　（13：00～）

昭和の日 
在宅当番医
振替休日
在宅当番医

15日

16月
17火
18水
19木

20金
21土
22日
23月
24火
25水

26木
27金
28土
29日

30月

町民グラウンド
ひらた中央病院

勤労青少年ホーム

浅川南診療所

老人福祉センター
保健センター
保健センター

ひらた中央病院

ひらた中央病院

4月 ●April

６～７ヶ月児教室　　　（9：30～）
憲法記念日
在宅当番医
みどりの日
在宅当番医
こどもの日
カルピスこどもの日少年野球教室
在宅当番医
在宅当番
住民基本健診開始　 （5月25日まで）

心配ごと相談　　　　　（10：00～）
３～４ヶ月児健診・BCG（13：00～）

母の日
在宅当番医
県政巡回相談　　　　　（10：00～）

1火
2水
3木

4金

5土

6日
7月
8火
9水
10木

11金
12土
13日

14月
15火

保健センター

ひらた中央病院

ひらた中央病院

町民グラウンド
ひらた中央病院
富永医院

老人福祉センター
保健センター

ひらた中央病院
中央公民館

５月 ●May

軽自動車税
（全期分）

5月1日までに
納めましょう

氏　　　名 保　  護  　者 住　所
矢内　快

かい

晟
せい

近内　壽
じゅ

壱
いち

小湊　康
こう

生
せい

川島　　葵
あおい

福田　りな
松山　美

み

空
く

秋山萌
も

々
も

香
か

宗像　和
あい

冬
と

鈴木　羽
わ

佳
か

山田　結
ゆ

愛
い

（貞　義・美智子）
（壽　光・由美子）
（康　成・珠　実）
（朋　宏・仲　子）
（量　次・尚　子）
（正　博・裕　美）
（裕　一・幸　子）
（啓　太・　恵　）
（春　幸・加奈子）
（　勝　・美佐子）

双　里
中　野
形　見
猫　啼
湯郷渡
立ヶ岡
北　町
双　里
当　町
梁　瀬

新  　郎  　新  　婦 （ 出 身 地 ）
江尻　一彦（塩　沢）・小島麻由実（須賀川市）
吉田　真彦（塙　町）・湯澤さやか（南山形）
曲山　哲生（塩　沢）・渡邊ひろえ（塩　沢）
遠藤　　陽（双　里）・五十嵐美智子（白河市）
向井　宏明（沢　井）・鈴木　　恵（西郷村）

氏　　　名 住　　　所

鈴　木　七　郎
小　針　重　良
前　田　盛　一
水　野　　　静
三　瓶　トクヱ
有　賀　ミ　サ
南　條　ス　イ
山　﨑　キ　ク
瀬　谷　マサ江
溝　井　ツ　ネ
太　樂　昭　一
野　崎　ユキヲ
長　田　竹　治
長　倉　ツ　ネ
小　林　リ　ウ

中　田
坂　路
成　亀
板　橋
下　泉
形　見
坂　路
大　橋
中　田
大　室
板　橋
沢　井
下　泉
矢ノ目田
母　畑

（平成19年２月１日～２月28日までの届出分　敬称略）



編集後記
新学期、初めて逢うクラスメート
に、自分から話かけるのは、とても
勇気のいることです。
例えば、通学路で毎日すれ違う気
難しそうなおじさんに「おはよう」
と声をかけることも、重そうな荷
物を持ったおばあちゃんに「持ち
ますよ」と声をかけることも、道端
に落ちているゴミを拾うことも、と
ても勇気が必要だと思います。思
いきって勇気を出すと人生は広が
りますよ。

（吉田知克）

保育所の庭で友達と遊んでいるようすを描きました。

（後左）小豆畑　奈々さん　（後中）根本　澪音さん　（後右）片野　純さん

（前左）板橋　聖汰さん　　(前中)遠藤　李奈さん　　（前右）村田　龍星さん

アザミ属の植物に似ているが、まったく異なり、
キツネにだまされた…という意味から付いた名
前とする説がある。ふつうのアザミは葉がかた
く、刺（とげ）があるのに比べ、キツネアザミの
葉はやわらかく刺がない。　

（写真提供／関根政信さん）

　沢田児童館に通う前田　喜貴（はるき）くん、英
奈（あやな）ちゃん、祖父の光男さん、祖母の道子
さんです。

表紙の 登場人物

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

キツネアザミ（キク科）

町の人口

１８，５９０人（△２１）

（  ）内前月比

●3月1日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

９，０８８人（△１３）
９，５０２人（△  ８）
５，６８６戸（＋  １）

第241回

第二
保育所

【施設紹介】０才児から５歳児まで１１０名の子どもたちが５
クラスに分かれ楽しく活動しています。所庭には四季を感じ
させる樹木があり子どもたちの元気な声がいつもはずんで
います。また、高台を定期的に走る水郡線の列車を見ながら
夢を育む子どもたちが感性を高めています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

な　な

しょうた ももな りゅうせい

しおん じゅん
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